
甲斐　力夫
松田　良治
本田　安洋
木村　元一
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田中　隆敏
畑田　良一
森田　壯志
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井島　　登
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杉本　史生
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𠮷澤　廣幸
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中熊　英昭
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冨永　聖光
西田　　馨
甲斐田鶴子
本田　洋一
髙松　秀行
小田　正也
井芹　邦夫
松﨑　保邦
𡈽田　幸人
德永　直幸
渡邊　信一
古田　一英
中村　光春
永友　利幸
竹内　昭剛
髙田　主一
山口　陽子
清水　　聖
奥村　泰代
住永　一大
米増　孝博
増本　連子
冨永　浩生
永田　　斉
田村　　実
玉田　孝二
神吉　信之
故・奥田盛人
西田　慎介
塚本　一明
一ノ瀬優希

玉野総合コンサルタント㈱
熊本事務所

町の歴史

町制発展に尽力した功労者80
人に、町から感謝状と記念品が
贈られました（順不同、敬称略）。
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和
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年
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昭
和
51
年
４
月

11
月

御
船
町
誕
生

御
船
町
庁
舎
が
落
成

御
船
音
頭
を
発
表

県
民
体
育
祭
が
開
催

町
章
制
定

城
山
天
満
宮
が
再
建

検
察
庁
が
落
成

宮
部
鼎
蔵
殉
難
百
年
祭

広
報
み
ふ
ね
第
１
号
が
発
行

御
船
町
立
体
育
館
落
成

若
葉
保
育
園
が
落
成

郷
土
先
哲
の
碑
が
建
立

上
野
保
育
園
が
落
成

天
君
農
地
防
災
ダ
ム
が
完
成

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

熊
本
音
楽
短
期
大
学
が
開
校

第
１
回
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
が
開
催

老
人
憩
い
の
家
「
眺
世
庵
」
が
落
成

上
益
城
総
合
庁
舎
が
落
成
移
転

御
船
保
健
所
が
落
成
移
転

上
益
城
消
防
署
が
実
働
開
始

上
益
城
消
防
本
部
消
防
庁
舎
が
落
成

御
船
警
察
署
が
落
成

御
船
川
河
川
改
修
工
事

町
花
を
ふ
じ
、
町
木
を
も
っ
こ
く
に
決
定

水
越
保
育
所
が
落
成

九
州
自
動
車
道
「
熊
本
〜
御
船
間
」
開
通

熊
本
名
勝
百
景
に
吉
無
田
高
原
、
御
船
川

目
鏡
橋
、
白
壁
の
酒
蔵
が
入
選

御
船
中
新
校
舎
が
落
成

高
木
保
育
園
が
落
成

日
本
初
の
肉
食
恐
竜
の
化
石
が
発
見

町
民
憲
章
制
定

吉
無
田
高
原
「
緑
の
村
」
一
部
オ
ー
プ
ン

御
船
町
新
庁
舎
が
落
成

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

保
健
セ
ン
タ
ー
落
成

集
中
豪
雨
で
壊
滅
的
被
害

天
君
ダ
ム
周
辺
か
ら
恐
竜
の
化
石
が
発
見

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
落
成

天
君
ダ
ム
周
辺
か
ら
食
虫
類
の
化
石
が
発
見

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
落
成

恐
竜
博
物
館
オ
ー
プ
ン

合
併
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
実
施

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
全
線
開
通

九
州
自
動
車
道
「
嘉
島
〜
小
池
高
山
間
」

開
通

新
恐
竜
博
物
館
オ
ー
プ
ン
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月

昭
和
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月

昭
和
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年
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月

昭
和
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年
４
月

昭
和
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年
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月

平
成
２
年
３
月

平
成
４
年
４
月

平
成
８
年
４
月

平
成
10
年
４
月

平
成
16
年
４
月

平
成
24
年
８
月

平
成
26
年
３
月

４
月

町
制
誕
生
60
年
の
節
目

を
祝
う
記
念
式
典
が

２
月
１
日
、
町
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
関
係
者
約
３
４
０

人
が
参
加
し
て
、
ま
ち
の
歩

み
を
振
り
返
っ
た
。

御
船
町
は
、
昭
和
30
年

１
月
、
旧
御
船
町
と

滝
水
村
、
七
滝
村
、
木
倉
村
、

高
木
村
、
豊
秋
列
村
（
小
坂
、

陣
、
豊
秋
）
の
１
町
５
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
。
昭
和

37
年
４
月
１
日
に
、
旧
矢
部

町
の
松
ノ
生
区
を
編
入
し

て
、
現
在
の
御
船
町
と
な
っ

た
。式

で
、
山
本
孝
二
町
長

が
町
制
の
歩
み
に
触

れ
、「
先
人
の
英
知
、
思
い

を
受
け
継
ぎ
、
古
き
も
の
を

大
切
に
守
り
、
新
し
き
も
の

を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
が
誇

れ
る
御
船
町
を
と
も
に
つ
く

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
式

辞
。
町
発
展
に
尽
力
し
た
元

三
役
や
各
種
委
員
、
団
体
役

員
の
経
験
者
な
ど
80
人
に
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

代
表
し
て
18
人
が
受
け
取
っ

た
。
式
に
は
、
県
選
出
の
国

会
議
員
や
上
益
城
振
興
局

長
、
県
議
会
議
員
、
県
町
村

会
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
。式

典
終
了
後
は
、
七
滝

中
央
小
学
校
（
木
屋

秀
章
校
長
、
児
童
82
人
）
の

６
年
生
８
人
が
、
劇
「
宮
部

鼎
蔵
さ
ん
の
こ
こ
ろ
」、
新

風
太
鼓
「
響
」
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
披
露
し
た
。
児
童

た
ち
の
迫
真
の
演
技
と
一
心

不
乱
な
バ
チ
さ
ば
き
に
会
場

か
ら
、
こ
の
日
一
番
の
拍
手

が
送
ら
れ
た
。
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功労者へ感謝状贈呈 町
制
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年

御
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合
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年
記
念
式
典


